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(1) 

し
た
。
一
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
業
第
二
課
と
商
工
観
光
課
伊
統
合
、
高
一
ト
の
見
本
を
備
え
つ
け
て
購
入
あ
っ
せ
一
損
害
補
償
法
に
よ
る
補
償
の
請
求
手
続

V
教
育
委
員
の
選
任
に
固
忠
一
市
行
財
政
意
見
書
決
議
案
は
、
さ
る
一
齢
者
の
退
職
勧
奨
な
ど
)
⑤
補
助
金
、
一
ん
が
し
て
い
ま
す
o
C利
用
ぐ
と
さ
い
一
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
そ
の
指
針

一
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
宇
都
一
三
月
に
設
置
し
た
同
特
別
委
調
査
の
結
一
交
付
金
、
委
託
料
を
再
検
討
し
、
重
点
一
)
一
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

宮
愛
問
教
育
委
員
長
の
後
任
委
員
に
一
果
す
ま
と
め
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
一
的
に
配
分
⑤
市
有
財
産
の
管
理
を
万
全
一

O
酒

飲

み

一

お

気

が

る

に

ど

っ

ぞ

。

V
市
商
一
工
観
光
振
興
開
発
委
員
会
条
例
一
中
村
、
中
川
一
生
さ
ん
(
四
四
)
l
一
指
摘
し
て
い
ま
す
。
一
に
〔
厚
生
関
係
〕
|
①
保
育
所
の
運
営
一
運
転
を
し
な
い
一

!

i

l

-

-

-

一

一

一

一

一

十

月

末

か

ら

十

一

月

商
工
観
光
振
興
の
基
本
施
策
室
一
商
業
ー
を
選
任
す
る
こ
と
に
満
場
二
〔
総
務
関
係
〕

l
①
行
政
地
区
の
再
編
一
存
審
議
議
会
に
委
託
す
る
研
究
一
望
飲
ん
で
の
事
態
、
た
い
て
い
一
至

一

一

一

一

一

木

目

は

じ

め

に

か

け

て

指

定

て
る
市
長
の
諮
問
機
関
率
直
言
、
そ
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
一
成
⑦
連
絡
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
を
②
柳
沢
診
療
所
の
現
状
打
開
策
の
主
命
に
か
か
わ
る
大
事
故
と
な
り
手
。
一
一
怪

一

一

一

一

一

回

明

統

計

の

「

全

国

物

価

統

の
答
申
を
ま
っ
て
農
林
業
の
振
興
策
一
一
③
消
防
団
の
再
編
成
④
庁
内
の
機
構
改
一
討
〔
教
育
関
係
〕

l
①
中
央
公
民
館
の
一
「
あ
の
と
き
飲
ま
な
か
っ
た
ら
:
:
」
一
泡
耕

と
併
行
し
て
、
商
工
業
や
観
光
の
振
一
行
財
政
意
見
書
一
草
(
市
長
公
室
や
財
襲
、
公
営
業
一
設
置
と
地
区
公
民
館
の
運
営
の
合
君
子
の
と
き
飲
ま
さ
な
か
っ
た
ら
」
一
昨
事
官
」
が
行
な
わ
れ

震
を
積
極
的
に
推
進
し
ょ

2ぃ
一
を
可
決
一
局
の
設
置
、
文
書
謀
議
務
課
に
、
産
一
②
小
・
中
学
校
、
給
食
施
設
の
統
合
一
と
後
悔
し
て
も
手
お
く
れ
で
す
。
一
一
捌

E
Uの
調
査
は
、
国
民

う

も

の

で

す

。

一

一

一

ど

ん

な

理

由

が

あ

っ

て

も

一

品

司

一

一

一

一

の

消

費

生

活

の

う

え

J
臨

時

結

晶

間

関

一

缶

詰

十

町

時

諸

島

一

横

断

は

手

を

あ

げ

て

一

∞

自

殺

民

間

守

一

副

で

、

主

要

な

商

品

約

三

両

即

時

在

日

一

事

時

間

判

明

信

錦

町

四

一

正

し

い

歩

行

と

安

全

運

転

耳

目

ぷ

時

点

一

九

一

出

担

額
轡
議
議
め
設
置
さ
れ
ま
一
正
案
の
三
議
案
を
追
加
提
案
、
原
案
ど
一
ふ
え
る
交
通
事
故
を
せ
で
も
減
ら
一
職
場
の
同
僚
な
ど
ま
わ
り
史
た
ち
一
い
国
の
夏
居
、
ス
l
パ

譲
繍
鐙
H
I
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1一
す
た
め
に
、
た
だ
い
ま
秋
の
全
国
交
通
一
も
絶
対
に
す
ま
し
ょ
う
。
乙
れ
が
酒
一
匡
!
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
般

麟
鱗
騒
額

O
建
設
省
が
四
十
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
す
す
め
て
い
た
、
城
山
下
流
=
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
飲
み
運
転
に
よ
る
棄
を
防
ぐ
た
だ
一
一
全
小
売
屈
な
ど
さ
ま
ざ
ま

欝

機

繍

畿

'

百

メ

ー

ト

ル

の

と

こ

ろ

に

あ

る

H

床
止
め
セ
キ

2
、
乙
の
ま
ど
数
=
乙
の
運
動
を
通
じ
て
、
安
全
運
転
管
一
つ
の
カ
ギ
で
す
。
一
ノ
一
一
な
規
模
の
脂
舗
で
望

繍
鰯
翻
騨
麟

b

』
』
=
理
者
や
運
転
者
は
む
ち
ザ
完
、
歩
行
者
一

O
道
路
の
横
断
は
手
を
一
す
る
も
の
で
す
。

麟
議
麟
畿
麟
湘
成

iv
・

回

の

テ

ス

ト

止

を

終

え

て

立

派

に

完

成

し

ま

し

た

一

一

一

一

剛

一

議

灘

機

=

の

か

た

も

交

通

事

故

の

恐

ろ

し

さ

を

身

一

あ

げ

て

一

ζ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
同
じ
商
品
で

鱒
鞠
議
開
完
が
宝
砂
の
流
出
を
防
ぎ
、
肱
川
に
か
か
る
橋
脚
を
保
護
す
る
の
が
ね
ら
ず
な
問
題
と
し
て
真
剣
に
考
そ
長
一
道
路
を
横
断
す
る
と
き
に
手
を
あ
げ
一
も
地
方
別
に
ど
の
よ
っ
に
価
格
の
違
い

綴

織

繍

で

刊

鰍

十

寸

い

と

い

わ

れ

る

乙

の

H

セ
キ
w
は

、

長

さ

二

百

一

干

一

メ

ー

ト

ル

順

一

一

一

一

議

総

州

中

な

七

メ

ー

ト

ル

、

ェ

ン

堤

の

中

央

匡

一

十

メ

ー

ト

ル

の

パ

タ

ー

ン

方

式

一

一

語

控

訴

川

町

官

一

昨

説

話

時

下

村

一

両

川

十

町

れ

れ

れ

ι

利

子

総

趨

包

さ

の

ゲ

l
ト
が
設
け
ら
れ
、
大
き
さ
は
四
国
最
大
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
習
慣
づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
一
に
よ
く
わ
か
る
よ
っ
、
止
ま
り
ゃ
す
い
一
た
大
手
メ
ー
カ
ー
と
京
メ
ー
カ
ー
の

一

L
Z州
γ
九
総
工
費
は
約
八
千
五
百
万
号
、
市
車
道
の
効
果
毒
待
し
て
=
2
5
S
、
ち
ょ
っ
と
の
一
ょ
っ
に
次
の
震
で
正
し
く
手
を
あ
げ
一
撃
と
留
に
お
よ
っ
な
価
格
差
が

γ
ーさ三一い勺

H
q

朝

一

部

を

負

担

し

て

い

ま

す

。

=

乙

と

に

も

気

を

つ

け

て

、

ひ

と

り

ひ

と

て

一

横

断

し

ま

し

ょ

う

。

一

あ

る

か

、

と

い

う

よ

う

に

小

売

価

格

の

翠
T寄
れ

止

日

oセ
キ
止
め
し
た
と
き
の
水
位
は
、
渇
奇
に
く
ら
べ
一
メ
ー
ト
ル
一
一
一
一
品
交
通
ル
1
ル

差

し

く

す

よ

o車
が
急
停
車
し
な
く
て
も
よ
い
よ
っ
一
憲
ゃ
、
ま
た
銘
柄
別
の
出
回
り
を

憾
に
よ
£
懸
床
運
十
セ
ン
チ
も
あ
が
り
、
青
々
と
水
を
た
変
て
人
造
調
さ
な
が
ら
一
ょ
う
。
一
に
、
車
の
切
れ
目
を
見
て
手
を
あ
げ
の
よ
っ
な
差
が
あ
る
か
高
ら
か
に
し

織
機
織

J
均一

H

K
こ
ん
C
こ
の
H

セ
キ
υ
を
利
用
し
た
H

淡
水
浴
場
μ

の

建

設

な

ど

観

一

石

ニ

輪

車

に

乗

る

と

き

一

る

。

一

物

価

問

題

の

基

礎

資

聖

得

ょ

っ

と

す

機
騒
騒
機
ノ
光
面
や
ア
ユ
、
コ
イ
な
ど
泉
産
資
源
保
護
に
期
待
す
る
声
も
大
き
一
一
ま
ヘ
ル
メ
ッ
ト
皇
室
高
〈
あ
げ
、
運
転
者
が
手
の
合
一
る
も
の
で
す
。

鱗

轍

轍

麟

勝

機

側

一

線

一

一

，

l

一
図
に
気
づ
い
た
か
ど
フ
か
確
か
め
る
一
十
月
末
か
ら
、
次
の
調
査
員
が
訪
問

譲

務

繍

欝

緩

幾

泌

氏

、

b
D
p
b
コ

長

「

。

ニ

乙

と

し

発

生

し

た

二

輪

車

の

交

通

事

一

〉

一

城
山
下
に
完
成
し
た
四
国
最
大
の
わ

Z
E
d
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
u
-
-一
一
故
喜
べ
て
み
ま

Z、
一
干
四
名
の
一

O
左
右
を
よ
く
見
て
安
委
手
め
て
一
生

7
f、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

一
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
早
〈
渡
る
。
一
1
司

ペ

ィ

一

母

子

児

童

に

一

江

町

時

認

め

ら

れ

る

も

の

と

な

弓

鮮

民

下

院

わ

れ

一

0
一

時

停

止

の

励

行

一

乙

が

品

開

H町
民

圏
一
度
い
え
ば
す
む
こ
と
を
、
何
回
一
修
学
資
金
な
ど
一
貸
付
金
の
種
別
と
金
額
は
次
の
と
お
一
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
か
一
運
転
者
の
か
た
は
、
歩
行
者
を
自
分
作
る
目
的
以
外
に
調
書
討
毒
つ
乙
と

?
り
か
え
し
て
い
わ
な
い
で
ほ
一
一
り
で
す
。
一
っ
た
人
は
、
か
ぶ
っ
て
い
た
る
の
十
一
の
家
族
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
五
一
呈
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
り
の

し

い

一

童

詩

競

技

陣

内

-

5

支

度

事

マ

下

宿

、

喜

な

一

倍

に

あ

た

る

一

一

B
A
Eし
て
一
が
横
断
章
護
っ
て

dと
き
こ
ま
言
知
ら
せ
く
だ
さ
い

園
田
に
一
度
で
U
U
え
な
話
題
一
室
金
、
就
学
支
度
資
金
の
予
約
貸
付
一

8場
合
|
高
校
一
万
五
千
円
I
一
号
、
高
い
死
亡
率
と

F
i
iす
一
渡
ろ

E
E
F
E
-
-、
必
寸
横
一
指
導
員
山
本
敏
和

で

Eもい
ド
い
。
両
覇
親
と
主
な

?
i一『冨制豊度塞裏一央穴謡施腫、し主'しレ主主νν￥蚕占卓ま占ま晶守
ZすZの宅
で
、
希
重
坦
署
箸
ま
土L↓豆.穴歪李蛍学4
一二一芳室万歪五千古円

l+マ通季
学
の
皇
場
旦
一
玉
頭
童
傷
の
窓
恐
ろ
色
し
4毒
〔
註
ほ
、
死
亡
量
率
ヱ
一
官
断
歩
童
叫
道
埠
の
早
手
前
聖
で
一
高
時
止
基
ま
つ
ぞ
て
止
之
少4
一
王
調
査
重
員
尾
露
崎
繁
宇l
西
泉
書
信
男

話
警
の
で
喜
き
る
義
時
間
県
が
ほ
し
伝
い
。
一
「
士
十
土
一
百
月
旦
干
壬
一
面
百
ま
毛
で
こ
占
市
福
霊
祉
事
で
口
l
高
校
一
万
円
I
大
学
一
一
の
高
い
乙
と
存
で
な
く
、
後
遺
症
が
行
霊
安
全
に
横
断
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
一
相
母
井
室
長
襲

一

』

三

一

万

五

千

円

一

多

い

と

い

う

乙

と

で

す

。

一

重

量

一

特

に

子

ど

も

主

人

ま

、

急

こ

と

詰

一

(

総

務

課

)

少
年
相
談
の
窓
口
司
、
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
7
さ
一
大
修
学
資
金
1
マ
高
等
学
校
月
額
千
一
警
は
、
頭
部
を
保
護
す
る
ヘ
ル
う
す
り
、
思
い
が
け
削
い
行
?
と
る
一

一-u

一
五
百
円
l
マ
高
等
専
門
学
校
l
一年
i
一
ト
を
か
ぶ
り
、
交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
一
乙
と
が
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

こ

ど

も

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、

ぃ

一

乙

の

貸

付

制

度

は

、

司

王

家

庭

の

屯

一

一

一

一

ノ

一

三

年

月

額

千

五

百

円

l
四
年
i
五
年
月
一
の
生
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
(
署
内
に
一
だ
さ
い
。

ろ

い

ろ

悩

ま

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

と

一

室

が

、

来

年

度

に

高

校

、

高

等

専

門

学

一

一

一

一

一

額

三

千

円

l
マ
大
学
校
:
月
額
三
千
円
一
あ
る
交
通
安
全
協
会
で
は
、
ヘ
ル
メ
y
一

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
一
校
ま
た
は
大
学
に
新
規
に
入
学
す
る
際

.m日
に

交

通

無

料

相

談

気
軽
に
次
の
よ
う
な
首
門
家
の
と
乙
一
必
要
な
資
金
(
就
学
支
度
資
金
)
や
入

ろ
に
行
っ
て
相
談
す
る
こ
と
で
す
。
一
学
後
修
学
の
た
め
に
必
要
な
資
金
(
修

を
つ
す
れ
ば
ひ
と
り
で
、
思
い
悩
一
学
資
金
)
を
そ
れ
ぞ
れ
在
学
中
じ
貸
付

む
よ
り
は
き
っ
と
よ
い
解
決
の
道
が
一
予
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
学
伊
容

み
つ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
一
易
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ム
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
ム
童
書
一
ま
た
、
貸
付
の
対
象
と
し
て
①
経
済

の
少
年
係
ム
児
童
相
談
所
ム
福
祉
事
一
的
な
理
由
で
、
乙
の
資
金
の
貸
付
が
な

務
所
ム
児
童
委
員
一
け
れ
ば
入
学
ま
た
は
修
学
が
き
わ
め
て

困
難
で
あ
る
乙
と
②
沼
重
の
学
業
成
績

人
物
そ
れ
に
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る

九
月
市
会
で
予
算
化

九
月
定
例
市
議
会
は
二
十
五
日
招
集
、
十
月
二
日
ま
で
の
八
日
間
関
か
れ
、
新
谷
・
大
洲
各
小
学
校
の
新
築

費
八
主
ハ
百
五
十
十
九
万
五
千
円
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
案
一
億
四
千
百
七
十
一
万
一
千
円
、
議
員
で
構
成

す
る
市
行
財
政
調
査
特
別
委
の
行
財
政
意
見
書
決
議
案
な
P
干
七
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
請
願
、
陳
情
な
ど
十
九
件
を
審
査
決
定
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

V
一
般
会
計
補
正
予
算
l
l補
正
績
は

一
億
四
千
百
七
十
一
万
一
千
円
で
、

乙
れ
に
よ
っ
て
本
年
度
予
算
の
総
額

は
、
九
億
四
千
四
十
四
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
補
正
額
の
お
も
な
も
の
は
、

市
誌
編
さ
ん
委
託
斜
(
初
年
度
)
七

士
二
万
円
、
地
下
改
善
事
業
費
二
百

九
士
二
万
六
千
円
、
大
洲
単
園
増
築

費
五
百
五
十
四
万
一
千
円
、
保
育
所

費
二
百
九
士
二
万
八
千
円
、
生
活
保

護
費
百
十
六
万
三
千
円
、
伝
染
病
予

防
費
六
十
五
万
円
、
開
拓
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
調
査
費
二
十
四
万
九
千
円
、

市
有
林
実
態
調
査
費
八
万
円
、
観
光

施
設
関
連
経
費
八
十
八
万
七
手
円
、

市
道
I
大
酬
・
出
石
寺
線
新
設
工
事

費
五
百
万
円
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ

る
市
単
独
道
路
新
改
築
費
二
百
十
二

万
円
、
公
営
住
宅
修
繕
工
事
費
六
十

九
万
円
、
非
常
備
消
防
費
十
九
万
五

千
円
、
新
谷
小
学
校
新
察
費
四
千
八

百
六
万
一
千
円
、
大
洲
小
学
校
新
築

費
三
千
七
百
九
十
五
万
四
千
円
、
南

久
米
公
民
館
改
築
費
百
九
十
二
万
円

市
道
天
貫
緩
ほ
か
回
線
、
畑
ノ
前
橋

大
成
橋
の
災
害
復
旧
費
一
千
百
七
万

四
千
円
ー
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
財
源
に
は
、
こ
の
た

び
の
補
正
が
建
設
事
業
中
心
に
な
っ

て
い
る
の
で
特
定
財
源
が
多
く
国
庫

支
出
金
の
一
二
千
九
百
万
九
千
円
、
県

支
出
金
一
一
一
百
万
四
千
円
、
各
種
建
設

事
業
費
五
千
八
百
九
十
万
円
の
ほ
か

市
税
国
白
五
十
四
万
円
、
地
方
交
付

税
一
千
八
十
万
五
千
円
、
財
産
収
入

九
百
四
十
万
二
千
円
、
寄
付
金
一
千

百
七
十
七
万
九
千
円
を
あ
て
、
収
支

の
均
衡
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

の
考
え
を
一
方
的
に
押
し
つ
け
な

う
仁
し
て
ほ
し
い
。

圏
自
分
か
っ
て
な
こ
と
ば
か
り
い
わ

な
い
で
目
・
・
。
こ
ど
も
の
気
持
も

わ
か
っ
て
ほ
し
い
。

圃
い
え
ば
わ
か
る
こ
と
を
、
す
ぐ
な

し

あ

わ

せ

を

わ

が

子

に

⑥

こ

う

し

て

ほ

し

か
っ
た

乙
れ
は
警
察
に
保
護
さ
れ
た
少
年

の
声
で
す
。
思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

圏
「
に
い
さ
ん
は
い
い
子
な
の
に
お

前
は
:
・
」
と
、
す
ぐ
兄
弟
伊
ひ
き

あ
い
に
す
る
の
は
や
め
て
も
ら
い

た
い
。

圏
両
親
の
け
ん
か
が
一
番
い
や
だ
。

弟
た
ち
は
お
ど
お
ど
す
る
し
、
憂

う
つ
に
な
っ
て
家
に
い
る
の
が
つ

ら
い
。

圃
「
近
と
ろ
の
乙
ど
も
は
・
:
」
と
か

「
お
と
う
さ
ん
の
若
い
乙
ろ
は
目

」
な
ど
と
す
ぐ
い
う
が
、
時
代
も

か
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
意
見

が
あ
わ
な
い
時
が
あ
っ
て
も
、
親

ん

か

め
ん

ど
町
一
両

|

い
で
ほ
し
い

圏
お
乙
っ
て
ば
か
り
い
な
い
で
、
た

ま
に
は
ほ
め
て
も
ら
い
た
い
。

圃
「
勉
強
」
「
勉
強
」
と
い
っ
て
ば

か
り
い
な
い
で
勉
強
が
や
れ
る
よ

ぐ
っ
た
り
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し

わ

ν
圏
悪
い
乙
と
を
し
た
と
き
、
迷
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
注
意

を
し
た
り
、
お
し
え
て

b
り
い
た

教

育

委

員

に

中

川

さ

ん

百
万
円
ま
で

非

課

税

こ
と
し
の
七
月
一
日
か
ら
、
小
額
貯

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
た
め
に
一
蓄
非
課
税
制
度
に
つ
い
て
従
来
の
一
種

十
月
二
十
八
日
(
叩
時
1
日
時
)
、
市
一
類
一
一
路
舗
の
要
件
一
が
緩
和
さ
れ
て
、
一

役
所
ホ
ー
ル
で
よ
日
突
通
無
料
相
談
一
種
類
一
居
舗
で
な
く
て
も
元
本
の
会
計

所
u
を
聞
き
ま
す
。
一
額
が
百
万
円
を
乙
え
な
い
か
ぎ
り
、
そ

畑

r誠
に
は
、
弁
護
土
会
調
停
協
会
や
一
の
利
子
所
得
は
非
課
税
と
な
り
ま
し
た

自
動
車
損
害
橋
償
査
定
事
務
所
、
県
省
一
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
署
、

察
本
部
、
県
焚
一
通
安
全
協
会
の
関
係
者
ま
た
は
モ
宮
の
銀
行
か
農
協
な
ど
へ

が
あ
た
り
、
被
害
者
の
補
償
問
題
や
示
一
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

談
の
や
り
方
、
事
故
の
処
理
、
自
動
車

結
婚
と
挙
式
の
ご
相
談
は

結

婚

相

談

所

'̂ 

大
洲
税
務
署

む
希
望
に
よ
っ
て
候
補
者
の
紹

介
や
結
婚
の
お
世
話
を
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
成
立
し
て
い
る
挙

式
の
お
世
話
も
い
た
し
ま
す
。

相
談
所
は
毎
日
(
日
曜
、
祭
日

が
除
く
)
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
常
勤
所
員
(
米
沢
フ
サ
ノ
さ
ん

)
が
C
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

な
お
、
各
地
区
の
一
婦
人
会
長
が
結

婚
相
談
員
の
役
を
つ
と
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
十
分
。
利
用
く
だ
さ

い
。
結
婚
相
談
所
(
電
二
一
一
一
)



(2) 

旧日

も

の

が

あ

り

ま

す

。

大

洲

か

ら

国

道

五

六

号

線

を

南

へ

い

ま

す

。

幹

目

通

り

周

三

・

O
也
メ
?
と
く
に
プ
ロ
パ
ン
利
用

ω暖
房
器
具
の

O
お

も

に

ラ

ジ

オ

|

蛍

光

灯

、

テ

レ

下

り

、

北

只

橋

を

渡

る

と

す

ぐ

右

の

l
ト
ル
、
根
廻
り
四
・
七
メ
ー
ト
ル
一
一
取
り
扱
い
に
は
、
い
く
ら
慎
重
に
し
て

市
道
を
小
川
沿
い
に
約
高
さ
約
二
二
メ
ー
ト
ル
で
市
一
一
一
も
し
す
ぎ
る
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
m

。

誌

は

ア

レ

ピ

ミ

キ

サ

ー

一

一

百

メ

ー

ト

ル

進

む

と

一

ル

内

産

ク

ロ

ガ

ネ

モ

チ

の

う

ち

一

す

ば

か

り

で

な

く

、

ガ

ス

中

毒

の

災

害

一

H
新
刊
図
書
案
内
H

電

気

パ

刀

カ

ン

、

ド

ラ

イ

ヤ

ー

、

左

手

小

川

の

き

わ

に

指

メ

ト

最

大

の

も

の

で

、

樹

齢

的

一

二

一

一

に

も

十

分

な

警

戒

が

必

要

で

す

。

一

世

界

の

詩

集

一

フ

ン

ボ

|

詩

集

電
気

i、
ミ

シ

ン

モ

ー

タ

ー

裏

張

立

ぞ

い

て

3
草
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ク
一
一
一
口
十
一
月
の
食
卓
一
人
生
の
本

2
読
書
の
楽
し
み

OPE-自動
車
、
ォ

l

M

M

目

前

回

0
4

目

前

日

開

制

一

一

季

節

の

著

書

、

し

ゅ

ん

ざ

一

μ

い
閥
均
I
ト

国

民

た

す

け

あ

い

の

赤

岩

「

共

一

向

上

の

た

め

に

、

宮

を

使

用

し

て

ト

パ

ィ

、

都

品

、

高

周

波

ワ

り

ま

す

。

さ

喬

木

(

き

ょ

っ

l
)
さ
れ
一
一
く
、
員
。
し
ゅ
ん
ぎ
は
と
き
に
こ
一
現
代
の
教
養

12地理

問

募

金

」

が

、

百

か

ら

全

国

い

っ

せ

一

お

り

ま

す

。

ェ

ル

ダ

l
、

害

警

ぎ

な

ど

白

警

帯

び

た

査

は

雄

の

木

で

す

。

広

い

ダ

円

↑

一

一

日

目

同

時

吋

muヨ
日
一

9

2

日
本
の
社
会

い

れ

昨

日

目

的

郡

山

「

い

る

一

各

供

時

間

控

訴

一

計

三

ジ

オ

の

雑

一

マ

医

詰

記

円

山

首

長

高

訪

日

当

時

一

一

一

日

誌

百

円

一

μ

い軒目

こ
の
共
闘
募
金
の
配
分
な
ど
に
つ
い
て
一
芸
員
会
で
慎
重
に
協
議
し
て
き
め
、
一
一

k
・

電

力

会

社

、

電

機

盟

主

申

方

は

写

真

に

も

見

ら

れ

大

き

さ

と

と

も

に

、

雄

々

し

一

一

一

乙

び

で

す

。

ま

た

す

い

も

の

に

い

れ

て

一

9

7

新
し
い
合
像

こ
の
機
会
に
需
の
実
情
富
し
上
げ
一
配
分
金
の
使
、
道
こ
っ
、
て
も
、
当
市
一
芸
宅
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
不
愉
快
了
込
み
く
だ
さ
い
。
震
が
お
宅
る
よ
う
に
四
方
に
枝
葉
護
ら
せ
て
さ
と
頼
も
し
さ
を
私
た
ち
に
与
え
て
一
一
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。
な
べ
も
の
に
一
タ

8
こ
れ
か
ら
の
教
育

一

u
l
u

、
一
な
雑
音
が
は
い
っ
て
困
っ
た
こ
と

i

l

-

-

く

れ

ま

す

。

末

長

く

長

生

を

見

守

り

一

一

一

9

9

す
憂
・
性
・
家
庭

皆

さ

ん

の

と

震

を

い

た

だ

き

た

い

と

一

日

日

師

同

町

旧

日

刊

訂

日

占

あ

り

ま

せ

ん

す

て

伺

っ

て

調

査

し

、

必

要

な

措

置

を

市

内

産

最

大

の

一

た

い

も

の

で

す

o

一一一しれ

l
d材
料
と
取
之
口
わ
せ
る
明
一
ヂ
ロ
激
動
す
る
ア
ジ
ア

存

じ

ま

す

。

一

一

マ

お

も

な

雑

音

源

に

は

、

次

の

よ

っ

な

一

い

た

し

ま

す

。

ク

ロ

ガ

ネ

モ

チ

(

市

教

委

社

会

教

育

課

)

一

一

戸

し

ん

ぎ

の

強

い

か

を

ヵ

一

大

漢

和

辞

典

、

重

(

諸

橋

敏

次

)

む
承
知
の
よ
う
に
共
同
募
金
は
、
身
一
は
絶
対
に
中
背
J

ま

せ

ん

。

一

白

ニ

ほ

か

の

材

刺

の

昧

を

こ

ろ

し

ま

す

。

む

一

一

一

川

]
H
H
i
l
-
-
u
J
i
-
-
J
1
l
i
l
-
-
1
一

一

、

ょ

っ

と

変

っ

た

人

生

議

(

上

野

瞭

)

よ

り

の

な

い

お

と

し

よ

り

や

こ

ど

も

、

一

し

か

し

、

こ

の

募

金

は

、

市

民

の

皆

一

一

二

0
1三

Q
Bの
雨
量
産
十
分
で
す
り
い
つ
で
も
よ
い
。
震
-
え
よ
り
は
秋

τろ
し
ゅ
ん
ざ
く
の
特
性
を
い
か
す
よ
一
劣
等
感
(
相
場
均
)

あ

る

い

は

か

ら

だ

の

不

自

由

美

幸

一

え

の

尊

い

善

意

の

結

晶

で

あ

り

ま

す

一

郎

土

づ

く

り

に

簡

易

保

険

一

な

い

の

で

、

主

義

匡

章

一

に

植

-

そ

お

い

た

ほ

う

が

よ

い

の

で

、

一

う

に

く

ふ

っ

し

て

く

だ

さ

い

。

一

乙

と

ば

の

体

操

(

聞

き

主
一
収
容
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設
や
地
区
一
の
で
、
産
と
も
ま
す
ま
す
共
同
募
金
一

j

一
る
に
は
、
一
刻
童
く
シ
ケ
打
ち
、
五
言
わ
し
を
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
一
白
菜
は
つ
け
も
の
を
第
一
に
お
し
ま
一
化
学
の
歴
史
(
ア
シ
モ
フ
)

朝
一
の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
配
分
さ
れ
一
塁
草
案

Zと
も

に

、

今

回

の

一

-

一

ダ

倒

し

の

実

施

が

肝

要

で

す

。

一

ぅ

。

一

す

。

都

会

地

で

は

、

つ

け

こ

ん

だ

白

菜

一

死

せ

る

湖

(

瀬

戸

内

晴

美

)

司
一
て
お
り
ま
す
。
配
分
を
受
け
た
社
会
福
一
厚
生
省
の
指
導
に
し
た
が
い
、
自
の
一
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
り
に
、
広
〈
皆
し
て
お
り
ま
す
。
一
た
だ
き
ま
す
き
十
月
量
動
月
間
と
一
会
福
島
く
備
え
つ
け
て
い
た
だ
き
一
②
ホ
ダ
起
し
の
要
点
I
雨
量
の
少
な
一
ミ
イ
チ
ジ
ク
、
室
、
ナ
シ
、
一
を
売
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
け
も
の
だ
け

一
議
議
言
、
乙
ど
も
の
撃
場
つ
一
皆
さ
ん
の
信
頼
に
こ
た
え
た
い
と
思
い
す
に
親
し
ま
れ
、
安
心
し
て
。
旦
こ
の
保
険
は
、
加
入
の
際
医
師
の
診
一
し
て
す
す
め
、
身
を
お
願
い
し
て
一
ま
す
よ
っ
、
ま
た
、
郵
便
局
で
は
こ
の
一
基

3
5喜し
て
か
一
ブ
ド
ク
、
モ
モ
な
ど
落
葉
樹
は
絶
好
一
は
自
家
製
が
最
高
。
手
聞
記
け
て
も
一
目
立
へ

JML純
一

〈
り
、
事
故
防
止
、
一
思
ま
れ
な
い
人
々
一
ま
す
。
一
い
た
だ
い
て
い
る
簡
易
保
険
、
十
月
一
断
も
い
ら
ず
、
満
期
に
は
有
利
な
配
当
一
お
り
ま
す
。
一
C
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
せ
一
柔
ダ
起
し
を
し
ま
す
。
是
正
ダ
一
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
植
え
つ
一
事
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
一
新
し
い
農
村
(
朝
日
新
聞
社
)

民
J
J
Lた
い
す
る
援
助
や
心
配
色
と
相
談
、
一
あ
た
た
か
い
G
理
解
と
C
協
力
主
一
百
で
創
業
五
土
周
年
還
元
た
舎
添
え
て
お
届
け
す
る
ば
か
り
で
な
一
ま
だ
去
を
郵
便
受
箱
」
を
設
け
一
い
ぜ
い
と
利
用
く
だ
さ
い
。
一
起
し
を
す
る
と
生
長
時
に
水
分
不
足
互
け
ま
し
ょ
う
。
一
み
か
ん
が
ど
ん
ど
ん
出
荷
さ
れ
て
い
一
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
記
者
気
質
(
ル
1
ス

足
一
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
地
域
福
祉
の
高
い
い
た
し
ま
す
。
一
だ
い
ま
新
加
入
運
動
霊
園
的
に
展
開
一
く
お
あ
ず
か
り
し
て
い
る
保
険
勢
一
て
お
ら
れ
な
い
と
家
宅
は
、
こ
の
機
一
大
洲
郵
便
局
一
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
一
ま
す
。
百
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な
一
・
ア
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渡
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敏
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ど
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と
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す

。
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、
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校
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中

一

日
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一

一
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梁

や
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務
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簡

易

道
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一
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日
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書

だ

な

整

理
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を

行
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い

、

浸

水
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と

し
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乙

為

る

一

お

魚

で
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れ
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④

散
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ふ
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人
む
き
に
は
、
ゆ
で
て
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身
を
一
言
質
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・
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-
m巻
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e
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一
般
人
生
般
生
般
生
一
生
一
生
一
て
一
一
こ
の
よ
う
に
簡
易
保
険
が
皆
さ
ま
の
一
十
旦
干
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
一
興
味
を
さ
ら
に
高
め
よ

2
い
う
わ
け
よ
る
散
在
最
小
限
二

Q
Bが
必
要
一
口
十
一
月
の
家
事
一
あ
ら
そ
ほ
ぐ
し
、
熱
い
う
ち
に
パ
タ
l
一
純
粋
文
化
の
条
件
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増
田
義
郎
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一
二
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役
に
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ち
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さ
ら
に
一
層
豊
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な
湘
一
で
の
一
一
書
の
連
続
量
と
し
て
催
さ
一
で
す
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で
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え
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菜
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を
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を

の

準

惰

さ

ら

に

は

一

一

文

壇

博

物

誌

露

軍

男

)

一

つ

」

一

球

球

球

ル

シ

ル

道

道

一

上

踊

グ

-

道

認

証

一

一

一

一

き

た

き

で

す

。

一

て

「
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え
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と
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読
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捨
て
の
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箱
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中
へ
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マ
落
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あ
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め
て
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一
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手
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い
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あ
っ
て
も

2一
索
、
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な
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ま
し
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H

一
|
モ
ッ
ト
ー
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
一
三
日
に
は
、
全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
一
た
李
た
い
せ
つ
に
し
、
せ
め
て
こ
の
一
よ
い
わ
け
で
す
が
、
手
近
か
に
あ
る
よ
ま
た
南
訟
の
ぬ
く
み
を
で
き
る
だ
け
一
目
。
ろ
か
ら
、
た
ん
昼
、
脂
肪
、
野
一
著
書

2
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一
一
般
利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
各
戸
言
が
催
さ
れ
ま
す
。
国
民
に
、
よ
い
一
週
間
の
百
は
書
斎
を
清
掃
し
た
り
喜
一
一
フ
、
シ
ィ
、
号
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
集
め
北
側
に
お
く
り
こ
む
よ
う
に
日
中
は
ふ
一
蓄
を
十
分
と
る
よ
う
に
し
、
つ
と
め
一
外
寄
究
会
)
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献
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、
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に
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を
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す
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ょ
う
。
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業
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す
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一

一

生

死

の

境

に

た

っ

一

般

の

気
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毒

な

む

自

身

の

た

め

仁
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う
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て

一
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下
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れ

ぐ

れ

も

火

災
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一

ま

た

高

血

圧
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に

も
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の
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一
き
や
霊
か
な
方
々
、
そ
し
て
あ
な
た
一
に
次
の
方
法
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
一
け
ど
き
一
器
具
が
原
因
の
火
災
が
ふ
一
そ
い
ま
す
一
化
の
老
人
の
い
る
家
庭
で
は
十
分
注
意
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・
テ
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著
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蓄
訳
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①
シ
ケ
打
ち
、
ホ
ダ
倒
し
の
実
施
I
一
新
し
く
植
え
る
苗
木
は
、
落
葉
後
な
一
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
-
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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獅
子
(
平
岩
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